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他大学の学生と先生と
共に単管の組み立て

壁、床の解体 室内塗装
室内塗装、裏庭掃除 室内塗装

壁の解体

2022.8 2022.9 2022.10 2022.11 2022.12

2023.42023.3~52023.5 第 1 回2023.6 第 2 回2023.6 第 3 回2023.7 第 4 回2023.7 第 5 回2023.7 第 6 回2023.8 第 7 回2023.10

2024.2 2024.6 2024.7 2024.8 2024.8 2024.9

現役で活躍する大工さん
から、住宅建築について
丁寧な解説をしていただ
きながら、解体作業。大
学では実際に体験する機
会はなかなかないので、
学生にとってとても貴重
な経験である。

砂まみれにながら
も土壁の解体。壁
の内側の作りを解
体と共に学ぶ。

壁の塗装は一見簡単そう
に見えるが、綺麗に塗る
のはなかなか難しい。

一人の力だと何ヶ月もかかってし
まうような作業も、リノベイベン
トで多くの参加者が集うことによ
り、一気に出来上がっていく。

敷地：奈良県山添村
奈良県の北東端に位置する山添村は、
大阪圏から約 1時間、名古屋圏から
も 1時間半程度と、都市部から気軽
に訪れることができる、ちょうどい
い「イナカ」である。約80％が山林で、
集落と農地が点在している村である。

羊のレンタル
山添村にある観光施設「めえめえ牧場」は除草を目的
に羊を貸し出すサービスを行っている。原点は村の景
観を損なうことになる耕作放棄地の雑草対策である。
牧場に生える草だけでは餌が足りず、別に乾草を購入
していることもあり、貸し出すことで餌代の節約にも
なる。羊は２匹を一組として貸し出し、特別な世話は
要らないが、毎日の水やりは欠かせない。

羊のための小屋
牧場から羊をレンタルするためには、
雨風をしのげるような小屋と羊が脱
走しないための柵が必要になる。
〈小屋の条件〉
・雨風がしのげること
・壁３面が閉じていること
・２匹の羊が入れること

羊と人が主役のまちづくり
これらの課題を解決するべく、羊に草を食べて
もらうことで人が草を刈る労力を減らし、羊と
人が助け合って暮らす新たな山添の風景を作り
出すことを目標とした。

村の課題➀：少子高齢化
年々人口が減少しているとともに、若年者人
口も減少している。過疎化の要因として、基
幹産業である第一次産業の低迷、雇用に大き
く結びつく地場産業が少なく、都市との生活
基盤の格差がもたらす若者世代の人口流出に
歯止めがかからないことが考えられる。

村の課題➁：耕作放棄地
人の手が加えられず、耕作されていない、耕作放棄地
や遊休農地、荒廃農地が年々増加している。主な原因
は高齢化で、若い年齢層は都市圏に移住、就労するた
めに農村人口が減少し、地域間のコミュニティ維持が
難しくなったことも原因として考えられる。耕作放棄
地により、害虫や野生動物の繁殖や廃棄物の不法投棄
など、周辺環境、住民への悪影響も及ぼすおそれがある。

���� 年より関わりのある奈良県山添村を敷地に、
羊と人のための居場所を計画、設計、施工を行っ
たプロジェクトである。小さな小屋づくりが、村
の住民や環境へ大きな影響を及ぼす。

2023 年
羊小屋No.1 のはじまり

2023 年
羊小屋No.1 のはじまり

今後の予定

羊小屋No.3,4,5,,, ！？

羊小屋　完成

レンガのアプローチ

基礎の設置

波板を貼る

壁の木板を貼る

柵の制作

模型検討

模型検討

材木店の場所を借りて
材の加工を行う

モックアップ

整地

基礎

波板貼り

組み上げ

屋根のフレームを取り付ける

加工した木材を知多市
か山添村に運んでもらう

羊小屋・柵　完成

壁の板貼り

敷地・羊のリサーチ

羊のリサーチ

羊のお迎え

村の方が持ってきてくれた
サツマイモのツルを食べる

be orange 認知症まちづくり基金に
プロジェク採択が決定

ヤマラボとは名城大学生が実際に奈良県の奥大和地
域にある山添村を訪れ、現地の方々と交流し地域の
隠れた資源を見つけ、同時に地域が抱える課題を知
り、参加者自身で持続可能な地域を創っていくため
のモデルプランを考えていくプロジェクトである。

山添村ローカルベンチャーラボ
～ヤマラボ～

2022.6

・柵の製作
・認知症の方と畑の整備
・羊のお迎え
・小屋のお披露目会＆畑でとれたもので作ったお食事会

畑の管理は基本的にはお施主さんがするが、定期的に認
知症の方にもお世話をしてもらい、羊に癒されるととも
に村の方との交流の場に。

完成した小屋をみた村民の方より、小
屋を制作してほしいという声を複数い
ただいた。
今後もこのように小屋が増えていくと、
人の手が加えられずにいた土地が羊に
より除草され、癒しの場になり、村全
体の環境もよくなるのではないか。

NO.� では、単管パイプを用いた構造であ
る。鉄という素材の強さ、クランプで固定
できることというメリットと、長さの規格
が少なく、加工が難しいという制約と共に
容易に組み立てられるよう設計した。

NO.� では、愛知で木材を加工し、奈良で組み立てる
ことをという施工計画とした。そこで、少ない材と工
程ででき、トラックの荷台に載せられるよう、接合部
にはボルトを用い、壁と屋根が一体となった木架構を
４つ反復させ、ブレースでつなぐ構造体を設計した。

できるだけ簡単な施工方法で骨格を組み立てる構造体
羊小屋 NO.�  単管パイプのフレーム 羊小屋 NO.�  　木架構のユニットフレームこのプロジェクトは学生の自主活動であるため予算は助成金の ��

万、施工はセルフビルドという制約があり、なおかつ敷地は愛知か
ら車で往復 �時間かかる奈良県山添村である。そこで、下記の �つ
の目標と共に設計・施工に取り組んだ。

�. 施工方法が簡単な構造であること。
�. 現地での施工期間が短いこと。
�. 無駄を減らし、費用を抑えること。
�. 羊が快適に過ごせること。
�. 山添の耕作放棄地のランドマークとなる羊小屋、建築であること。

ローコストかつセルフビルドでつくる建築

福祉財団
認知症の人たち

材木屋

愛知 山添村

めぇめぇ牧場

村の人たち

お施主さん

学生

助っ人大工さん

羊小屋の設計施工と敷地
の使い方などの計画の側
面から耕作放棄地問題や
地域活性化に取り組む。

代表者：大嶋唯花
Mail：ooyuika0607@gmail.com
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屋根：ﾎﾟﾘｶ波板　小波板葺き

屋根下地材：��x��mm  @���mm

母屋：単管ﾊﾟｲﾌﾟ  φ��.�mm

垂木：単管ﾊﾟｲﾌﾟ  φ��.�mm

柱：単管ﾊﾟｲﾌﾟ  φ��.�mm

基礎：単管ﾍﾞｰｽ　ﾋﾟﾝｺﾛ

壁：解体材（敷地内母屋）
壁：解体材（敷地内母屋）
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基礎：羽子板付沓石・大　��� 型

筋交い：���x��mm 

柱：��x��mm　挟み込み 

壁：���x��mm  @��mm 

夏みかんの木

4400 5100
1700 1700 1700

31
20

23
15

���� 年プロジェクト関係図
認知症にやさしいまち
づくり活動を応援する
認知症まちづくり助成金

みんなの庭として利用
野菜を育てたり、羊と
触れ合ったり

管理やイベントの開催

様子を見に来てくれたり
差し入れを持ってきてくれる

ピンチの時、知
り合いの奈良の
大工さんに助け
てもらう

廃業した材木屋さんの
ご厚意で木材と作業場
の提供をしていただく

野菜作りのお手伝い

除草目的で羊を
� 頭レンタル

材を山添まで運搬 羊小屋 NO.�  ���� 年度

羊小屋 NO.�  ���� 年度

認知症にやさしいまちづくりの規格である。
羊小屋と畑を作ることにより、羊に癒され、みんなで
作った農作物を食べるという、人の居場所を作る。

ベンチに座って羊と村を眺める みんなで支えながら建方

小屋の奥には村の風景が広がる菖蒲張りされた壁の隙間

2022 年
山添村とお施主さん
との出会い

� 年間の歩み

山添村羊小屋プロジェクト
羊と小屋が作り出す耕作放棄地の新たな風景


